






です。高齢者の方が多いので、家でこもって

いるよりは手芸グループに来てもらい、色ん

な人たちとおしゃべりをしながら作業をして

楽しんでもらいたいと思っています。

【ボランティアの魅力とは】
少しでも役に立てていることを実感できる

のが魅力だと思います。福祉祭で販売し売り

上げを社協に寄付することで、目には見えな

いですけど何か役に立っているんだなと感じ

ます。

他には、新しい仲間ができることも魅力だ

と思います。

【これからについて】
このまま自然体で、なるべく続けていきた

いと思います。

私の住んでいる地域は、最近ではめずらし

く近所付き合いがあります。私が幹事になり

新年会を開いたりもしていました。近所付き

合いがあるおかげで、ご近所の一人暮らしの

高齢者を気にかけるようになりました。自治

会の役員にもなったので、そういった地域で

の活動もしていけたらいいですね。

社協やグループ活動の昔話を聞き、３０年

以上も１つのボランティア活動を続けている

ことは、すごいことだと改めて実感しました。

活動を続ける秘訣として教えていただいた、

「自然体」で参加できる活動をセンターから

も多くのみなさんにご紹介し

ていきたいと思います。皆

さんがボランティア活動を

長く続けられるように支援

体制を推進していきたいと思

います。

4

東大和ボランティア・市民活動センター運営委員会

７月より、東大和ボランティア・市民活動センターでは運営委員会を設置すること

になりました。運営委員会では、センター事業の見直しや新たな取り組みを考えて、

東大和のボランティア・市民活動の活性化に向けて取り組んでいきます。

また、運営委員会に幅広い分野の方に参加していただくことで、新たな視点の気づ

きやつながりを築いていきたいと考えております。具体的には、ボランティアグルー

プや企業及び農商工関係者、福祉施設、学校関係者の方など委員として参加していた

だきます。

今後の運営委員会の活動にぜひご注目ください！！

運営委員会の設置に向けた、設

置準備会の様子です。準備会で

すが積極的な意見交換が行われ

ていました！
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今年も夏ボラの季節がやってきました。この事業、「青少年がボ

ランティア活動を体験することにより、様々な社会的問題への関心を深め、地域社会を構成する一市民と

して積極的に社会づくりに参加することの意義を学ぶ。また、様々な人との出会いの中から多様な価値観

にふれ、同じ地域で共に生きていくことについて考え・・・（略）。」と壮大な目的を掲げています。

夏ボラはボランティアの入口といってはいますが、実際にその後ボランティアを継続するケースはまれ

で、その時限りとなってしまうことが多いのが現実です。そのような状況を懸念するボラセンスタッフも

多くいます。

しかし、夏休みにたった1回のボランティアをしてみること、それは無意味なことでしょうか？社会に

出てから、高齢者や子どもたち、心身が不自由な方々とふれあうとき、そのたった1回があることで、関

わろうとする勇気を後押ししてくれるのではないかと思います。大人になり、自分自身が社会へ目を向け

るようになったとき、この夏の体験が、きっと将来のボランティア参加への動機の一つに

なってくれると思います。ボランティアの１歩を踏み出した参加者たち、2歩目は何十年

後かもしれません。夏ボラはいわば「種をまく」ようなもの。参加者の心にまいたボラン

ティアの種が、数年後、数十年後に必ず花開くことを願い、今年もセンターでは参加希望

者を迎えます。 浅見
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●点訳ボランティア養成講座 受講生募集

日本盲人会連合点字図書館では、点訳に関する

基本的な知識や技術を学んでいただくための点訳

ボランティア養成講座を開催することになりまし

た。皆さまのご参加をお待ちしております。

◆日時

・前期（全13回） 2017年9月1日～12月8日

・後期（全5回） 2018年1月12日～3月9日

※全18回 原則金曜日 10時～12時

◆対象者

・初心者の方、または、経験者の場合は現在点訳

活動をしていない方

・パソコンの基本操作ができる方

・修了後、当館のボランティアとして点訳

（主に 医学書）を定期的に出来る方

◆講習会場

日本盲人福祉センター研修室

（新宿区西早稲田2-18-2）

◆受講料

無料（ただし、テキスト代と教材費は実費負担）

◆定員

20名程度

◆備考

原則として毎回課題提出があります。

◆申込締切

7月31日（月）当日の消印有効

【受講申し込み】

社会福祉法人日本盲人会連合点字図書館

電話 03-3200-6160

ＦＡＸ 03-3200-7755

※詳細はホームページで

●ききマネ講座

「今日からできる！ ききマネ式 寄付の募り方」

みなさんの団体では「寄付」を募っていますか?

NPO・ボランティアグループにとって、市民や

企業からの受け取る「寄付」は、活動の支えにな

るとても大切な存在です。 一方で「なかなか寄

付が集まらない」「募り方がわからない」という

お悩みをもつ団体も少なくありません。

今回のききマネ講座は、寄付がテーマ。「今日

からできる!」寄付の募り方をお伝えします。

日時：2017年8月30日(水) 18時30分～21時

会場：東京ボランティア・市民活動センター

東京都新宿区神楽河岸1-1 セントラルプラザ10階

【問合せ・申込み】

東京ボランティア・市民活動センター

TEL: 03-3235-1171 FAX:03-3235-0050

※詳細はホームページで
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